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海外市場の開拓は事業戦略の重要な柱  

 

 200 2 年 、 河 北 泰 三 氏 は 七 福 タ オ ル の 二 代 目 社 長 に 就 任 し 、 い く

つ か の 目 標 を 掲 げ た 。  

 

1 )   会 社 は 正 規 社 員 で 構 成 す る こ と  

2 )   国 内 で 「 七 福 タ オ ル 」 の ブ ラ ン ド を 確 立 す る こ と  

3 )   海 外 へ 市 場 を 拡 大 す る こ と  

4 )   楽 し い 職 場 に す る こ と  

 

1 )  会 社 は 正 規 社 員 で 構 成 す る こ と  

 七 福 タ オ ル で は 、 生 地 を 織 る ま え に 必 要 な 整 経 、 製 織 後 の 縫 製 や

検 品 、 梱 包 な ど を ほ ぼ 内 製 化 し て い る 。 こ れ ら の 工 程 は 、 パ ー ト タ

イ ム の 働 き 方 を 選 ん で い る 従 業 員 1  名 を 除 い て 、す べ て 正 規 社 員 に

よ っ て お こ な わ れ て い る 。 こ の 目 標 は 、 河 北 氏 が 社 長 に 就 任 し て か

ら 掲 げ て き た も の で あ り 、 他 の 多 く の タ オ ル メ ー カ ー と 一 線 を 画 す

点 で あ る 。  

 

2 )  国 内 で 「 七 福 タ オ ル 」 の ブ ラ ン ド を 確 立 す る こ と  

 河 北 氏 は 、198 7 年 に 自 社 ブ ラ ン ド を は じ め た と き に「 4 7 都 道 府

県 に 七 福 タ オ ル を 売 り た い 」 と い う 夢 を も っ た 。 こ の と き は ま だ 夢

で あ っ た が 、直 販 比 率 を ほ ぼ 1 0 0 %に ま で 引 き 上 げ た 現 在 、夢 で は

な く 現 実 と な り つ つ あ る 。 し か し 、 河 北 氏 の 理 想 的 な イ メ ー ジ は こ

う で あ る 。「 た と え ば 、携 帯 電 話 の ス ト ラ ッ プ に 気 軽 に 付 け て も ら え

る よ う な 、 誰 か が そ れ を 見 て 『 あ っ 、 七 福 タ オ ル の ブ ラ ン ド だ ！ 』

と 言 っ て も ら え る よ う に な っ た ら い い な と お も っ て い る ん で す 。」日

常 の ち ょ っ と し た オ シ ャ レ に 、 七 福 タ オ ル を 使 っ て も ら い た い と い

う の が 願 い で あ る 。  

 

3 )  海 外 へ 市 場 を 拡 大 す る こ と  
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河 北 氏 は 、 海 外 市 場 の 開 拓 を 七 福 タ オ ル の 事 業 戦 略 の 重 要 な 柱 と

し て 挙 げ て い る 。 七 福 タ オ ル の 海 外 展 示 会 へ の 初 出 展 は 、 200 2 年

に ア メ リ カ の ニ ュ ー ヨ ー ク で 開 催 さ れ た 生 活 雑 貨 見 本 市 「 ニ ュ ー ヨ

ー ク ・ ホ ー ム テ キ ス タ イ ル ・ シ ョ ー 」 で あ る 。 こ こ で 河 北 氏 は 手 応

え を 感 じ た 。 展 示 会 開 催 日 の あ る 日 、 D K N Y（ D on n a  K a r an  N e w  

Y o r k）   の 女 性 ス タ ッ フ 2 人 が 七 福 タ オ ル の ブ ー ス に 近 寄 っ て

き た 。 2 人 と も 七 福 タ オ ル の 製 品 を し ば ら く み つ め 、 今 度 は 手 触 り

や 肌 触 り を 確 認 し て い る 。モ デ ル の よ う な 佇 ま い の 2 人 に 河 北 氏 は

話 し か け た 。 す る と 、 ひ と り の 女 性 が 「 こ こ に 置 い て あ る 製 品 は 品

質 、 デ ザ イ ン 、 技 術 が 素 晴 ら し く 、 わ た し た ち が 探 し 求 め て い る も

の に ぴ っ た り で す 」 と 称 賛 の 声 を 上 げ た 。  

D K NY と の 商 談 成 立 に は 至 ら な か っ た が 、タ オ ル 製 造 の 技 術 ・ 製

品 の オ リ ジ ナ リ テ ィ・縫 製 の 丁 寧 さ の 3 拍 子 が 揃 っ た 七 福 タ オ ル の

ク オ リ テ ィ の 高 さ に 、D N KY を は じ め 現 地 バ イ ヤ ー の 注 目 が 集 ま っ

た 。翌 年 の 2 0 0 3 年 も 同 見 本 市 に 出 展 し 、2 0 0 万 円 ほ ど の 商 談 に 漕

ぎ つ け た 。ニ ュ ー ヨ ー ク で の 展 示 会 は 2 0 0 5 年 ま で 継 続 し 、そ の 後

ニ ュ ー ヨ ー ク よ り も モ ノ づ く り に 対 し て 厳 し い 目 を も つ ヨ ー ロ ッ パ

に 打 っ て 出 た 。  

2 0 0 6 年 1 月 、七 福 タ オ ル は 、フ ラ ン ス の パ リ で 開 催 さ れ た ヨ ー

ロ ッ パ で 最 大 規 模 を 誇 る イ ン テ リ ア・デ ザ イ ン 見 本 市「 メ ゾ ン・エ・

オ ブ ジ ェ  M A I Z O N&O B J E T  P A R I S  2006」 に 参 加 し 、 こ こ で も 貴

重 な 知 見 を 得 た 。お よ そ 3 0 カ 国 1 5 0 も の 業 者 と 商 談 す る 機 会 を も

ち 、 海 外 の タ オ ル メ ー カ ー で は 実 現 で き な い 生 地 の 「 手 触 り 」 に 関

心 が 寄 せ ら れ た （ 上 原 太 郎 「 戦 略 フ ォ ー カ ス  連 載 企 画  地 場 力 で 稼

ぐ（ 第 6 回 ）：七 福 タ オ ル（ タ オ ル 製 造 、愛 媛 県 ） N Y セ レ ブ も 唸 る

手 触 り『 日 経 ビ ジ ネ ス 』1 3 29 号 、2 006 年 2 月 2 0 日 、日 経 B P、

5 8 頁 ）。  

 こ う し た 経 験 を へ て 、 河 北 氏 は 、 海 外 市 場 の 開 拓 を 積 極 的 に 進 め

て い る が 、 モ ノ づ く り の 拠 点 を 今 治 以 外 に 移 す 気 は ま っ た く な い 。

そ の 理 由 は 、 昔 も い ま も 変 わ ら ず 、 今 治 市 周 辺 地 域 に 集 積 す る タ オ

LOOKS
ノート注釈
ダナ・キャラン・ニューヨークは、1989年にダナ・キャランによって設立されたアメリカのハイファッションブランドである（DKNY公式HP参照）。
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ル 製 造 関 連 の 事 業 者 が 協 力 し て 分 業 し て い る か ら こ そ ク オ リ テ ィ の

高 い タ オ ル が 生 ま れ る の で あ り 、 産 地 存 続 が 七 福 タ オ ル 存 続 の 必 須

条 件 で あ る と 河 北 氏 は 考 え て い る か ら で あ る 。  

 

4 )  楽 し い 職 場 に す る こ と  

 1 9 9 6 年 に 本 社 工 場 を 現 在 の 今 治 市 富 田 新 港 に 移 転 し た 際 、河 北 氏

が 意 識 し た の が 「 楽 し い 職 場 」 だ っ た 。 働 い て い る 社 員 が 楽 し い と

感 じ て く れ な い と 、 い い も の は 生 ま れ な い 。 七 福 タ オ ル の 公 式 パ ン

フ レ ッ ト も 本 社 工 場 の 建 物 を モ チ ー フ に し て 作 成 さ れ て い る 。  

 本 社 事 務 所 は も ち ろ ん で あ る

が 、タ オ ル を 実 際 に 製 造 し て い る

工 場 も き れ い に 整 理 整 頓 さ れ て

お り 、ゴ ミ ひ と つ な い 。社 員 が 働

き や す い よ う に 、作 業 場 や 通 路 な

ど の ス ペ ー ス も 十 分 に 確 保 さ れ

て い る 。ト イ レ も 百 貨 店 に あ る ト

イ レ と 変 わ ら な い 快 適 な 空 間 に

な っ て い る 。  

 

東日本大震災と家族のつながり 

 

 2 0 1 1 年 の 大 き な 出 来 事 と 言 え ば 、 3 月 1 1 日 に 発 生 し た 東 日 本

大 震 災 で あ る 。 地 震 に よ る 津 波 の 被 害 、 そ れ に 付 随 し た 福 島 第 一 原

子 力 発 電 所 事 故 は 、 日 本 全 国 に 多 大 な 影 響 を も た ら し た 。 東 北 地 方

か ら 離 れ た 四 国 ・ 今 治 の タ オ ル 産 地 で も 同 様 で あ っ た 。 今 治 か ら は

2 0 1 3 年 に 当 時 の 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 が 公 式 通 販 サ イ ト の 売 上 か ら

2 0 0 万 円 を 日 本 赤 十 字 社 愛 媛 支 部 へ 寄 付 し 、 ま た 今 治 産 タ オ ル

2 , 3 0 0 枚 を 提 供 し た 。さ ら に 、ボ ラ ン テ ィ ア 団 体「 今 治 タ オ ル 体 操

愛 好 会 」 が 現 地 の 仮 設 住 宅 や 保 育 園 を 訪 問 し 、 今 治 産 タ オ ル を 使 っ

た 体 操 を 一 緒 に な っ て お こ な い 、 交 流 を 深 め た （ 今 治 タ オ ル 工 業 組

 

七 福 タ オ ル の 本 社 工 場  



「タオルびと」2025 年 10 月号（河北泰三氏編③） 

 

 

4 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

合 H P を 参 照 ）。  

 河 北 氏 は 東 日 本 大 震 災 で 被 災 し た わ け で は な い が 、 家 族 と の つ な

が り に つ い て よ り 深 く 考 え る よ う に な っ た 。 そ こ で ス タ ー ト さ せ た

の が 、 七 福 タ オ ル の コ マ ー シ ャ ル 用 動 画 で あ る 。 シ リ ー ズ も の と し

て 制 作 さ れ て お り 、 い ず れ も 「 家 族 の 絆 」 が キ ー ワ ー ド に な っ て い

る 。  

消 費 者 と 直 接 つ な が っ て い

る メ リ ッ ト と し て 、 七 福 タ オ

ル の 使 用 者 か ら さ ま ざ ま な メ

ッ セ ー ジ が 河 北 氏 の 手 元 に 届

く 。 そ の な か で 印 象 に 残 っ て

い る エ ピ ソ ー ド が あ る 。 海 外

生 活 を し て い る 女 性 が 日 本 に

い る 友 人 に 「 い い タ オ ル を 送

っ て ほ し い 」 と 依 頼 し た と こ ろ 、 そ の 友 人 は 七 福 タ オ ル の シ ン ド バ

ッ ド ホ テ ル シ リ ー ズ の タ オ ル を 送 っ た 。1 0 年 経 っ た の ち 、そ の 女 性

か ら イ ン タ ー ネ ッ ト で お な じ タ オ ル の オ ー ダ ー が あ り 、 そ こ に は こ

う 記 し て あ っ た 。「 1 0 年 使 っ て 少 し 古 く な っ た の で 購 入 さ せ て も ら

い ま し た 。最 初 に タ オ ル を 送 っ て く れ た 友 人 は い ま の 旦 那 で す 。」河

北 氏 は タ オ ル を 介 し た 家 族 の 絆 を 感 じ 、「 家 族 と タ オ ル 」の 想 い を 強

く し た 。  

 

2017 年から構想していた東京への進出  

 

 東 京 へ の 進 出 は 2 0 1 7 年 か ら 構 想 と し て あ っ た 。 そ し て 、 2 0 1 9

年 に 東 京 出 張 所 を 渋 谷 区 渋 谷 に 開 設 し 、 202 0 年 に は 世 田 谷 区 経 堂

に ア ト リ エ を 開 設 し た 。 東 京 進 出 は 、 営 業 力 を 高 め て 七 福 タ オ ル を

全 国 区 に す る た め の も の だ っ た 。「 東 京 へ の 進 出 は や は り 営 業 力 を 強

め た か っ た と い う こ と で す ね 。社 内 で は 2 0 1 7 年 か ら そ の 動 き は あ

っ て 、 徐 々 に 基 盤 を 固 め て い き ま し た 。 ア ト リ エ は シ ョ ー ル ー ム に

 

七 福 タ オ ル C M 「 追 憶 篇 」 よ り 引 用  
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も な る し 、 打 ち 合 わ せ に も 使 う し 、 従 業 員 の 寝 泊 ま り も で き る し 、

利 便 性 が す ご く い い ん で す 。 い ま で は 月 の 半 分 は 東 京 に 出 張 し て い

ま す 。」  

 202 0 年 の コ ロ ナ 禍 以 降 、 オ ン ラ イ ン で の 打 ち 合 わ せ が 増 え た 。

そ う し た 対 応 も 東 京 出 張 所 で 可 能 で あ り 、 首 都 圏 の 取 引 先 へ す ぐ に

足 を 運 べ る し 、 東 京 に 拠 点 を 置 く こ と の メ リ ッ ト は 大 き い 。 コ ロ ナ

禍 に よ る 影 響 は も ち ろ ん 七 福 タ オ ル で も 受 け た 。 と く に 、 テ ー マ パ

ー ク の 休 園 に よ っ て キ ャ ラ ク タ ー ・ グ ッ ズ が 売 れ な く な っ た こ と が

痛 か っ た 。 一 方 で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し た 直 販 に は さ ほ ど 影 響 は

な く 、 七 福 タ オ ル の 売 上 に 貢 献 し た 。  

 

 

4 .   現 在 の 七 福 タ オ ル  

 

直販比率 95%、自社ブランド比率 20% 

 

七 福 タ オ ル の 組 織 づ く り に お い て 河 北 氏 が 大 切 に し て い る の は 、

「 家 族 経 営 」で あ る 。こ れ は 、「 社 員 含 め て 家 族 の よ う な 組 織 」と い

う 意 味 で あ り 、 社 長 や 工 場 長 な ど の 各 部 門 の リ ー ダ ー と そ の 他 社 員

と の 間 に 壁 を つ く ら な い こ と を 意 識 し た 組 織 づ く り を お こ な っ て い

る 。「 社 長 に 就 任 し た 頃 か ら 、社 員 と 社 長 が す ご く 近 い 距 離 で い た い

な と お も っ て い ま し た 。 本 社 工 場 内 も 物 理 的 に 壁 を つ く っ て い な い

ん で す 。 家 族 に 壁 は い ら な い で し ょ う 。」  

こ こ で 現 在 の 七 福 タ オ ル の 組 織 図 を 確 認 し て お こ う 。図 1 は 七 福

タ オ ル の 組 織 図 で あ る 。 モ ノ づ く り の 根 幹 を 担 う 生 産 部 門 は 、 か つ

て は 以 下 の ３ つ の グ ル ー プ だ っ た 。  

 

①  生 産 Ⅰ グ ル ー プ （ 製 織 ・ 整 経 ）  

②  生 産 Ⅱ グ ル ー プ （ 縫 製 ・ 検 品 ・ デ リ バ リ ー ）  

③  企 画 グ ル ー プ （ 企 画 ・ 営 業 ）  
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こ れ ら を 統 括 す る 4 つ 目 の 生 産 部 門 が 新 た に 加 わ り 、現 在 は 4 つ

の グ ル ー プ に 分 か れ て い る 。  

 

④  生 産 コ ン ト ロ ー ル グ ル ー プ （ 生 産 管 理 ・ 在 庫 管 理 ・ 受 注 事

務 ・ プ ロ パ ー 商 品 検 品 ）  

 

図 1    七 福 タ オ ル の 組 織 体 制  

 

出 典 ：「 七 福 タ オ ル 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 」（ 2 0 2 4 年 1 1 月 ） よ り 抜 粋 。  

 

こ の 組 織 の 再 編 に は 、先 の ① ② ③ の 3 つ の グ ル ー プ で の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン が 円 滑 に い か ず 、 組 織 が ギ ク シ ャ ク し て い た こ と が 背 景

に あ る 。 部 門 間 で 納 期 に つ い て 齟 齬 が 生 じ た り 、 誤 解 が あ っ た り し

た 。そ こ で 3 つ の 部 門 を 統 括 す る た め に 、④ の 生 産 コ ン ト ロ ー ル グ

ル ー プ が 設 置 さ れ 、 リ ー ダ ー に 橋 田 雄 二 氏 が 就 任 し た 。 橋 田 氏 は 、

す べ て の ス ケ ジ ュ ー ル を 決 定 し て 各 部 門 に 指 示 を 出 し 、 各 部 門 の 苦

情 も 請 け 負 っ て 、 横 の つ な が り を 堅 固 な も の に し た 。 4 つ 目 の 部 門

の 設 置 に よ っ て 新 た な 生 産 管 理 シ ス テ ム が 構 築 さ れ 、「 タ オ ル 版

P O S」 あ る い は 「 タ オ ル 版 ク ロ ネ コ ヤ マ ト 」 の よ う に 、 受 注 者 は タ

七福タオルはタオル産地‧ 愛媛県今治市で

1959年に創業したタオルメ ーカーです。

小さなタオルメ ーカーですが、

いつも人の集まるタオルメ ーカーになりたいと、

私が入社した時からずっと思っていました。

人とは、 お客様であったり、 仲間であったり、 社員であったり 。

人の集まるところには、 何らかの理由があります。

七福タオルに楽しみや笑顔を求めてきていただいているのなら、

こんなに嬉しいことはありません。

これからも、 七福タオルは楽しい会社を目指していきます。

七福タオル株式会社

代表取締役河北 泰三

商号 七福タオル株式会社

所在地 愛媛県今治市富田新港1-2-2

TEL 0898-36-6020　 FAX 0898-48-6066

<BIS　 配送センター>

〒799-1502

愛媛県今治市喜田村4-6-25

TEL 0898-55-8558　 FAX 0898-55-8559

<サンプル工場>

〒794-0026

愛媛県今治市別宮町7-3-22

TEL 0898-22-4170　 FAX 0898-22-4174

<東京出張所>

〒150-0002

東京都渋谷区渋谷1−15−15−1112

<東京アト リ エ>

〒156-0052

東京都世田谷区経堂1−9−7 2F

Hom e Page w w w.sh ich ifuku-towel.co. jp

資本金 10,000千円

決算期 年1回　 7月

代表取締役 河北 泰三

創業 1959年2月

法人設立 1985年8月

事業内容 タオル製品製造及び販売

主販売先 伊織、 エト ワール海渡、 金沢名鉄丸越百貨店、 河淳、 キューネッ

ト 、 グリーンスタンプ、 コスト コホールセールジャパン、 再春館

製薬所、 桜十字病院、 シャディ 、 住友ゴム工業、 サザビーリー

グ、 髙島屋、 大日本印刷、 東急ハンズ 、 ド クターシーラボ、 日

本通運、 ハーモニッ ク、 阪急阪神百貨店、 バスリエ、 三越伊勢

丹、 ロフト 、 リ ンベル、 ル‧ クルーゼ ジャポン、 JALUX、 LINE

Friends Japan 、 他　 (順不同)

年商 918,000千円

（ 2024年7月末）

従業員数 76名

所属団体 今治タオル工業組合、 今治商工会議所、 今治法人会

取引銀行 伊予銀行、 みずほ銀行、 百十四銀行、 四国銀行、 広島銀行、 中国

銀行、 山口銀行、 愛媛銀行、 日本政策金融公庫、 徳島大正銀行、

商工中金

1959年 2月 河北明が、 今治市別宮町にて個人企業七福タオル工場として創業

1968年 通商産業大臣より輸出貢献企業として表彰される

1985年 8月 法人成り  七福タオル株式会社に社名変更

社屋増改築　 革新織機導入

1987年 自社ブランド 開発

実需直結型メ ーカーを目指す

1989年 直販比率30％

1992年 11月 生産から在庫までの一元管理のため

オフィ スコンピューター導入

CGS導入　 直販比率50％

1996年 5月 今治市造成の工業専用団地に

新本社工場竣工‧ 移転（ 現住所）

最新織機‧ 自動物流システム等導入

社内に企画室設置

得意先とのオンライン取引開始

1997年 12月 最新織機導入

1998年 直販比率70％

2000年 3月 旧本社工場（ 別宮町） に織機‧ 電子ジャガーを設置しサンプル工場として稼働

2000年 12月 QR化のため大型コンピュータ導入

2001年 10月 顧客サポート のためホームページ開設、 インターネッ ト による販売を開始

2001年 12月 ジャパンクリ エーショ ンに出展（ ～2003年）

2002年 8月 河北泰三が代表取締役就任

2002年 10月 デザイン事務所‧ 株式会社イッ ソ ‧ エッ コと企画連携

ライフスタイルブランド Zイッ ソ ‧ エッ コ Zを立ち上げ

アメ リ カ ‧ ニューヨ ークホームテキスタイルショ ーに出展（ ～2005年）

2002年 12月 最新織機‧ CGSを本社工場、 サンプル工場にそれぞれ導入

2003年 6月 インテリ アライフスタイル展に出展（ ～現在）

2003年 9月 東京‧ 青山にインテリアライフスタイルショ ッ プZイッ ソ ‧ エッ コ Zをオープン

2004年 8月 アメ リ カ ‧ ニューヨ ーク

アクセサリー‧ ザ‧ ショ ーに出展

2005年 2月 東京インターナショ ナルギフト ショ ーに出展（ ～2009年）

2005年 5月 大型コンピューター更新入替‧ 自社サーバー稼働

2006年 1月 フランス‧ パリ

メ ゾン‧ エ‧ オブジェに出展（ ～2015年）

2006年 11月 本社事務所棟‧ ショ ールーム竣工

東京家具見本市に出展

2009年 2月 創業50周年記念事業　 Z立川志の輔‧ 春風亭昇太夢の二人会Z開催

2009年 5月 新型織機導入

2010年 12月 大型コンピューター更新入替

2011年 5月 新型織機導入

2011年 8月 七福タオルCMスタート

（ 国内外の広告賞受賞)

2013年 2月 七福タオルBIS　 配送センター

（ 今治市喜田村） を竣工‧ 稼働

2019年 8月 七福タオル　 東京出張所開設

2019年 11月 創業60周年記念事業　 今治落語会Z立川志の輔‧ 春風亭昇太Z開催

2023年 1月 経済産業省「 次代を担う 繊維産業企業100選」 に選定される

2023年 3月 厚生労働省「 ユースエール認定企業」 に認定される

ご あ い さ つ

会社概要

会社沿革

組織図
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オ ル の 生 産 が ど の 工 程 ま で 進 ん で い る の か を 常 時 確 認 で き る よ う に

な っ た 。  

 「 家 族 経 営 」の も と で 働 い て い

る 七 福 タ オ ル の 社 員 に は 、若 い 世

代 も 多 い 。他 社 同 様 に 、七 福 タ オ

ル で も 地 域 の ハ ロ ー ワ ー ク や 自

社 の ホ ー ム ペ ー ジ 、イ ン タ ー ネ ッ

ト で の リ ク ル ー ト・サ イ ト を 活 用

し て 採 用 を お こ な っ て い る 。自 社

の ホ ー ム ペ ー ジ で は 、会 社 の 情 報

を な る べ く 開 示 し 、実 際 に 現 場 で

働 い て い る 従 業 員 の 様 子 も 紹 介

し て い る 。  

モ ノ づ く り の 現 場 に お い て 若

者 離 れ が 危 惧 さ れ て い る 昨 今 で

あ る が 、 七 福 タ オ ル に は 若 い 従 業 員 が 多 く い る 。 そ の 裏 に は 企 業 努

力 が あ る 。 給 料 や 福 利 厚 生 な ど の 充 実 に 加 え 、 河 北 氏 が 二 代 目 を 継

承 し た と き か ら 一 貫 し て と り 組 ん で き た 「 楽 し い 職 場 環 境 の 整 備 」

が 実 を 結 ん で い る 。 七 福 タ オ ル で 働 く こ と に 社 員 が 誇 り を も っ て く

れ る 。 こ れ が 何 よ り の 企 業 努 力 で あ る 。  

 七 福 タ オ ル の モ ノ づ く り は 、 第 一 工 場 （ 自 社 ブ ラ ン ド 向 け ） と 第

二 工 場 （ サ ン プ ル 、 小 ロ ッ ト 向 け ） で お こ な わ れ て い る 。 第 一 工 場

に は 、 ジ ャ カ ー ド 機 1 2 台 （ 柄 物 の 製 品 が 多 い た め レ ピ ア 織 機 ） と

整 経 機 1 台 が 備 え 付 け て あ る 。 第 二 工 場 に は 、 ジ ャ カ ー ド 機 2 台 、

ド ビ ー 機 2 台 、 サ ン プ ル 整 経 機 1 台 、 整 経 機 1 台 が 設 置 さ れ て い

る 。  

第 二 工 場 の 創 設 時 よ り 、 モ ノ づ く り の 内 製 化 が 本 格 的 に 着 手 さ れ

（ 縫 製 8 割 、 検 品 9 割 ）、 七 福 タ オ ル で は 、 製 織 工 程 （ 整 経 や へ 通

し な ど も 含 む ）か ら 仕 上 工 程 ま で を 日 本 人 の 正 規 社 員 が 担 っ て い る 。

現 在 、整 経 に 従 事 す る ス タ ッ フ は 7 名 、伸 べ 士 は 4 名 で あ る 。内 製

 

生 産 コ ン ト ロ ー ル グ ル ー プ の  

リ ー ダ ー を 務 め る 橋 本 雄 二 氏  



「タオルびと」2025 年 10 月号（河北泰三氏編③） 

 

 

8 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

化 の メ リ ッ ト は 品 質 管 理 、 在 庫 管 理 、 受 注 管 理 が 自 社 で コ ン ト ロ ー

ル で き る 点 に あ る 。  

 

環境に配慮したモノづくり  

 

七 福 タ オ ル で は 、 2 0 2 0 年 頃 よ り 環 境 に 大 き な 負 荷 が か か る 無 撚

糸 タ オ ル か ら の 脱 却 を 目 指 し て い る 。 無 撚 糸 タ オ ル は 、 仕 上 が り が

ふ わ ふ わ で 消 費 者 に 人 気 で あ る が 、晒 染 加 工 時 の 水 の 使 用 量 が 多 く 、

染 色 排 水 の 処 理 に コ ス ト も か か る た め 、環 境 へ の 負 荷 が 心 配 さ れ る 。 

 

 

  

第 二 工 場 に て 、 ス タ ッ フ が 縫 製 作 業 に  

と り 組 む 様 子  

第 一 工 場 に 設 置 し て あ る 整 経 機  

第 二 工 場 の 倉 庫  
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七 福 タ オ ル で は 、 無 撚 糸 を 使 わ な い 代 わ り に デ ザ イ ン 性 や 機 能 性

な ど に お い て 差 別 化 を 図 っ て い る 。 そ れ に は 産 地 内 の 分 業 体 制 の も

と で 他 社 の も つ 技 術 が 不 可 欠 で あ り 、 特 に タ オ ル の 品 質 を 大 き く 左

右 す る 染 色 加 工 で は 越 智 源 （ 株 ）、 大 和 染 工 （ 株 ）、 東 洋 繊 維 （ 株 ）

と 協 力 し て 自 社 ブ ラ ン ド の タ オ ル を 製 造 し て い る 。 こ う し た 七 福 タ

オ ル の 選 択 に お い て 問 屋 と の 関 係 を 絶 っ た わ け で は な く 、 条 件 が 合

え ば 取 引 を 拒 む こ と は な い 。  

1 9 9 0 年 代 に 入 り タ オ ル 不 況 に 直 面 し た と き 、 今 治 が 問 屋 依 存 型

産 地 だ っ た が ゆ え に 大 き な ダ メ ー ジ を 受 け た 。 こ の 経 験 か ら 産 地 の

な か で も 中 堅 以 上 の タ オ ル メ ー カ ー は 少 し ず つ 問 屋 依 存 の 度 合 い を

低 く し 、 自 社 ブ ラ ン ド 開 発 に 積 極 的 に と り 組 ん で き た 。 し か し 一 方

で 、 問 屋 を 介 し た 取 引 に は そ れ な り に 意 味 が あ る と 、 河 北 氏 は 理 解

し て い る 。 た だ し 、「 問 屋 が 上 で メ ー カ ー が 下 と い う 構 図 で は な く 、

双 方 が 互 い の 強 み を 生 か し 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 尊 重 し な が ら モ ノ づ

く り を し な い と い い も の は で き な い で す ね 」 と 河 北 氏 は 言 う 。  

 

「メーカーから小 売 りへ」よりも「メーカーから消 費 者へ」の方

が訴求力がある  

 

河 北 氏 が タ オ ル の 流 通 と 真 剣 に 向 き 合 っ て き て 、 い ま 考 え て い る

こ と が あ る 。 そ れ は 、 自 社 ブ ラ ン ド を 開 発 し 直 販 ル ー ト を 拡 大 し て

き た 七 福 タ オ ル だ が 、 さ ま ざ ま な 挑 戦 と 経 験 を 踏 ま え て 、 消 費 者 に

よ り 強 い ア ピ ー ル を も っ て 製 品 を 届 け る た め に は 、「 メ ー カ ー か ら 小

売 り へ 」 で は な く 「 メ ー カ ー か ら 消 費 者 へ 」 の 方 が い い の で は な い

か 、 と い う こ と だ 。  

 

「 昭 和 4 0 年 代 ラ イ セ ン ス ブ ラ ン ド が タ オ ル 市 場 に 台 頭 し 始 め た 頃 、

今 治 タ オ ル 産 地 は 下 請 け 的 な 産 地 に 成 り 下 が り ま し た 。 一 方 で デ ザ

イ ン を 具 現 化 で き る よ う 、 織 機 の 進 化 も 進 み ま し た 。 そ れ が 革 新 織

機 と 言 わ れ る も の で す 。 決 し て 産 地 だ け で は 考 え つ か な い 世 界 ト ッ
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プ ク ラ ス の デ ザ イ ン を 、 織 り の 技 術 を 駆 使 し 、 素 材 開 発 を 重 ね 、 そ

れ が 今 治 タ オ ル ブ ラ ン ド の 礎 に な っ た こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。 今

治 タ オ ル は 産 地 内 で 完 成 品 ま で で き る こ と が 他 の 織 物 産 地 に 比 べ 、

一 歩 抜 け 出 た 結 果 に な っ て い る と 思 い ま す 。 そ の 後 、 流 通 改 革 が 起

こ り 、 今 治 タ オ ル が 認 知 さ れ る と こ ろ ま で 来 ま し た 。 こ れ も 先 人 た

ち が 切 り 開 い た 『 ふ る ま い の こ こ ろ 』、『 た く み の こ こ ろ 』、『 も て な

し の こ こ ろ 』 で あ る と 感 じ て い ま す 。」  

 

 七 福 タ オ ル の 流 通 面 で の 挑 戦 は つ づ い て い る 。 海 外 市 場 開 拓 へ の

野 望 は あ り 、い ま も 奮 闘 中 で あ る 。最 近 の 事 例 で は 、「 ラ イ ブ コ マ ー

ス 」 を 介 し て 香 港 の 消 費 者 に タ オ ル を 販 売 し た 。 ラ イ ブ コ マ ー ス と

は 、 ラ イ ブ 配 信 と 電 子 商 取 引 （ E コ マ ー ス ） を 組 み 合 わ せ た 販 売 手

法 で あ り 、 情 報 技 術 を 活 用 し て 海 外 の 消 費 者 と 直 接 つ な が る よ う に

な っ た 。  

七 福 タ オ ル を 含 め タ オ ル メ ー カ ー に と っ て 輸 出 の 際 に 問 題 に な る

の は 、「輸 送 費 」で あ る 。海 外 の バ イ ヤ ー と 契 約 書 に 記 入 す る 段 階 ま

で い く が 、 輸 送 費 の 高 さ に 首 を 傾 げ ら れ 、 契 約 書 の 締 結 に 至 ら な い

ケ ー ス が 多 々 あ る 。 中 小 規 模 の メ ー カ ー に と っ て 輸 送 費 負 担 は 大 き

す ぎ る し 、 相 手 負 担 に な る と 採 算 の 問 題 で 尻 込 み す る 。 河 北 氏 は 、

中 小 企 業 支 援 を 目 的 に 海 外 へ 輸 出 す る 際 の 輸 送 費 を 国 が 負 担 し て い

る ト ル コ の 事 例 を 挙 げ 、 日 本 も こ う し た 中 小 企 業 へ の 支 援 政 策 を 実

施 し て く れ な い か と 期 待 し て い る 。  

今 後 の 海 外 展 開 に お い て 、河 北 氏 は 、経 済 産 業 省 の「 新 日 本 様 式 」

協 議 会 が 掲 げ る コ ン セ プ ト に 沿 っ た モ ノ づ く り を 構 想 し て い る 。「新

日 本 様 式 」協 議 会 と は 、 2 0 0 5 年 7 月 に 経 済 産 業 省 の「 新 日 本 様 式

ブ ラ ン ド 推 進 懇 談 会 」の 報 告 書 の 提 言 を 受 け て 、2 00 6 年 1 月 に 設

立 さ れ た 民 間 主 体 の 任 意 団 体 で あ る 。 同 協 議 会 は 、 グ ロ ー バ ル 競 争

の 激 化 を 背 景 に 、 日 本 の 「 最 先 端 の 技 術 製 品 と 伝 統 的 な 技 法 を 組 み

合 わ せ た 製 品 に よ る 新 規 市 場 開 拓 を 目 指 し 」て い る 。「ふ る ま い の こ

こ ろ 」、「 た く み の こ こ ろ 」、「も て な し の こ こ ろ 」の 3 つ の 日 本 ら し
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い 自 然 観 を 体 現 し た モ ノ づ く り を 支 援 し 、 文 化 と 産 業 の 融 合 に よ っ

て 「 伝 統 文 化 に 立 脚 す る 先 端 技 術 の 国 」 を 実 現 す る と い う も の で あ

る（ 樫 葉 浩 嗣「『 新 日 本 様 式（ J apan e s qu e * M od e r n』協 議 会 の 活 動

概 要 に つ い て 」独 立 行 政 法 人 経 済 産 業 研 究 所 、2 0 0 6 年 4 月 1 8 日 ）。  

「 新 日 本 様 式 」 に 選 出 さ れ た 「 日 本 な ら で は 」 の 製 品 や サ ー ビ ス

は 、 た と え ば ト イ レ ・ ウ ォ シ ュ レ ッ ト （ 東 陶 機 器 株 式 会 社 ） や 季 節

ご と に 色 が 変 わ る お み く じ（ 太 宰 府 天 満 宮 ）、プ リ ウ ス（ ト ヨ タ 自 動

車 株 式 会 社 ）、北 条 鉄 道 ボ ラ ン テ ィ ア 駅 長（ 北 条 鉄 道 株 式 会 社 ）な ど

多 彩 で あ る 。「日 本 ら し さ 」を 広 く 捉 え 、タ オ ル も こ う し た セ ン ス で

世 界 に 売 っ て い け な い か と 河 北 氏 は 模 索 す る 。  

 新 日 本 様 式 の よ う な 発 想 も 参 考 に し つ つ 、河 北 氏 は「 七 福 タ オ ル 」

を と お し て 「 幸 せ に な る 」 モ ノ づ く り を 目 標 に し て い る 。 そ し て 、

第 一 線 を 退 い た あ と は 社 員 の た め に 託 児 所 を 設 置 し た り 、 心 地 よ い

社 内 食 堂 を 設 け た り 、 ハ ー ド の 面 で も っ と 「 楽 し い 職 場 」 を つ く ろ

う と 考 え て い る 。「 タ オ ル 業 界 で は 多 く の 女 性 が 働 い て い ま す 。七 福

タ オ ル で も 7 割 は 女 性 か な 。託 児 所 と か 社 員 食 堂 と か 、そ ん な ふ う

に 援 護 射 撃 し て 雇 用 を 維 持 し た い な と 考 え て い ま す 。」  

引 退 ま で あ と 数 年 、 や り た い こ と は 山 ほ ど あ り 、 七 福 タ オ ル の リ

ー ダ ー と し て ま だ ま だ 踏 ん 張 る し か な い 。 七 福 タ オ ル の 三 代 目 と な

る 後 継 者 は 、 現 在 、 七 福 タ オ ル で 修 行 中 で あ る 。 河 北 氏 は 2 9 歳 の

と き に 結 婚 し 、 一 男 一 女 の 二 人 の 子 供 に 恵 ま れ た 。 長 男 の 善 紀 氏 は

七 福 タ オ ル を 背 負 っ て た つ 、 つ ぎ の リ ー ダ ー と し て 周 り の 人 に 支 え

ら れ な が ら 必 死 に が ん ば っ て い る 。  

 

 （ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 


